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第２章 各論 

施設類型ごとの現状・課題・方向性 

Ⅰ 公共施設 
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１ 施設の現状 

⑴ 施設保有量 
⾏政施設は、本市が所有する公共施設の総延床⾯積の8.6％を占めています。 

保有施設⼀覧 

№ 施設名称 所在地 建築年度※ 
延床⾯積

(㎡) 
備考 

1 
本庁舎 ⿃居松町５丁目44番地 1989 43,130.12   
本庁舎 東館 ⿃居松町５丁目44番地 1960 760.41  

2 春日井駅前防犯ステーションふれあい 中央通１丁目95番地 2008 21.48   
３ 東部市⺠センター 中央台２丁目２番地１ 1983 5,838.13   
４ 環境分析センター ⾼蔵寺町2丁目151番地 1995 448.88   
５ 清掃事業所 鷹来町字菰池4957番地２ 1977 3,503.16   
６ 坂下出張所 神屋町 706 番地 － － ⺠間施設内 
７ 消防署 梅ケ坪町109番地１ 1974 3,017.70   
８ 消防署⻄出張所 美濃町１丁目123番地 1970 746.06   

９ 消防署⾼蔵寺出張所 ⾼蔵寺町３丁目２番地１ 1974 2-3 に含む  
1-17 
2-3 

11-7 
複合施設 

10 消防署東出張所 藤⼭台10丁目3番地 1978 1,584.12   

11 消防署北出張所 ⽥楽町1290番地 1981 1,306.82  
1-14 

複合施設 
12 消防署南出張所 下条町３丁目６番地２ 1985 1,000.14   

13 消防団第１分団詰所 柏井町１丁目42番地 1988 84.24 3-92 
複合施設 

14 消防団第２分団詰所 ⽥楽町1290番地 1981 1-11に含む 1-11 
複合施設 

15 消防団第３分団詰所 篠⽊町５丁目1313番地7 1989 119.86  

16 消防団第４分団詰所 下条町３丁目６番地２ 1985 1-12に含む １-12 
複合施設 

17 消防団第５分団詰所 ⾼蔵寺町３丁目２番地１ 1974 2-3に含む 
1-9 
2-3 

11-7 
複合施設 

18 消防団第６分団詰所 坂下町４丁目250番地１ 1982 2-9に含む 2-9 
複合施設 

※ 各施設の代表建築年度  

行政施設 １ 
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⑵ 利⽤状況 
貸館機能を有した東部市⺠センターは、2020（令和２）年度は新型コロナウイルス

感染症の影響により減少したものの、2018（平成30）年度に新たに音楽や軽運動室を
整備したことで、改修翌年度の利⽤者数は増加しています。 

 

  
⑶ 財政支出 

 2020（令和２）年度の主な支出は次のとおりです。本庁舎に要する費⽤が、維持管
理に係る委託料の約86％、工事請負費についても約91％を占めています。 
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修繕料

光熱水費

工事請負費

維持管理に係る委託料

主な支出の内訳

千円

市民1人当たりの支出額2,268円 
（2020国勢調査の本市人口による） 
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２ これまでの主な取組 
・ 本庁舎については、春日井市公共施設個別施設計画に基づき、エレベーターや空調設

備等を計画的に改修しています。 
・ 東部市⺠センターについては、2018（平成30）年度に、利⽤者ニーズを踏まえ、音楽

や軽運動のできる部屋を整備するとともに、2020（令和２）年度にホールの改修を実施
しました。 

 
３ 課 題 

⽼朽化 

建築後35年を経過した施設が多く、設備等の⽼朽化が進んでいること
から、適切な維持管理・修繕、計画的な改修や更新等に取り組む必要
があります。今後の市⺠ニーズや⾏政ニーズに対応することが困難である
ことが想定される施設があります。 

財政支出 
消防施設の多くが更新時期を迎えるため、整備費⽤に係る財政支出を
平準化する必要があります。 

保有量・利⽤率 
消防施設においては、円滑かつ迅速な消防・救急活動を⾏うため、施設
の移転や再配置を検討する必要があります。 

その他 
⾼齢化の進展や利⽤者ニーズの多様化に伴い、誰もが利⽤しやすい施
設としていくことが必要です。 

 
４ 今後の取組 
 
 
 
 

具体的には… 

⽼朽化 

・公共施設個別施設計画に基づき、修繕、改修及び更新等を実施しま
す。 
・法令等に基づく定期点検や職員等による点検を⾏い、劣化状況等を
把握します。 
・今後の市⺠ニーズや⾏政ニーズに対応することが困難である施設につい
ては、他の施設との機能の統合や移転などを進めていきます。 

財政支出 
更新等に係る財政支出の平準化を図るため、公共施設個別施設計画
に基づき、整備を進めていきます。 

保有量・利⽤率 
消防施設については、円滑かつ迅速な消防・救急活動を⾏うため、施設
の移転や再配置を検討します。 

その他 
改修等に合わせ、利⽤者ニーズの変化に対応するための機能の整備を
検討します。 

  

 

施設の安全性を確保し、誰もが利⽤しやすい施設への対応に努めます。 

マネジメントの方向性 
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１ 施設の現状 

⑴ 施設保有量 
市⺠⽂化施設は、本市が所有する公共施設の総延床⾯積の8.2％を占めています。 

保有施設⼀覧 
№ 施設名称 所在地 建築年度 延床⾯積(㎡) 備考 

1 市⺠活動支援センター 
（通称︓ささえ愛センター） 春⾒町３番地 1971 1,578.93   

2 ⻘少年⼥性センター、勤労⻘少年ホーム 
（通称︓レディヤンかすがい） ⿃居松町2丁目247番地 1987 4,575.94   

３ ⾼蔵寺ふれあいセンター ⾼蔵寺町３丁目２番地１ 1974 2,382.82  
１-9 
1-17 
11-7 

複合施設 

４ 味美ふれあいセンター ⻄本町1丁目15番地1 1986 1,712.18  
3-98 

複合施設 
５ 南部ふれあいセンター 下条町666番地6 1991 1,860.54   
６ ⻄部ふれあいセンター 宮町３丁目８番地２ 1994 2,971.82   
７ 中央公⺠館 柏原町１丁目97番地１ 1964 4,219.08   
８ 鷹来公⺠館 町屋町3610番地１ 1979 1,439.47   
９ 坂下公⺠館 坂下町４丁目250番地１ 1982 1,856.14   
10 知多公⺠館 知多町４丁目55番地 2013 1,661.24   
11 市⺠会館 ⿃居松町５丁目44番地 1965 3,852.56   
12 ⽂芸館 ⿃居松町５丁目44番地 1999 19,692.22  

13 ⻘年の家 
（通称︓ハーモニー春日井） ⻄尾町392番地 1994 2,267.46   

14 道風記念館 松河⼾町５丁目９番地３ 1981 900.85  
15 松原学習センター 東野町１丁目９番地 1973 229.00 松原小学校内 
16 エコメッセ春日井 神屋町１番地２ 2002 2,976.91  
17 ⾼森台⺠俗展⽰室 ⾼森台８丁目５番地 1987 129.60  
18 郷⼟館 ⿃居松町７丁目５番地 1868 164.35  

19 
⾼蔵寺まなびと交流センター 
（通称︓グルッポふじとう） 

藤⼭台１丁目１番地 1970 4,428.50   

 

 

市民文化施設 ２ 
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⑵ 利⽤状況 
市⺠会館や知多公⺠館、⾼蔵寺ふれあいセンターの利⽤率は50％を超えており、⾼い

水準で推移しています。⼀⽅で、中央公⺠館や味美ふれあいセンター、市⺠活動支援セン
ター、鷹来公⺠館の利⽤率については、30％を下回っています。なお、2020（令和2）
年度の利⽤率は、新型コロナウイルス感染症の影響により減少しています。 

 
⑶ 財政支出 

 2020（令和2）年度の主な支出は次のとおりです。工事請負費については、⽂芸館に
おける改修が86％を占めています。 
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２ これまでの主な取組 
・ 市⺠会館については、築後50年を経過した2018（平成30）年度に、音響や舞台照

明等の⽼朽化した設備の更新を実施しました。 
・ 藤⼭台地区における小学校統廃合で、余剰となった旧藤⼭台東小学校施設の校舎を活

⽤し、⾼蔵寺まなびと交流センターを整備しました。 
・ ⽂芸館については、築後20年を経過した2020（令和2）年度に視聴覚ホール、スカイ

フォーラムの改修、及び設備機器等の更新を実施しました。 
 

３ 課 題 

⽼朽化 

建築後35年を経過する施設が約33％(延床⾯積の割合)を占めてお
り、適切な維持管理・修繕や計画的な改修、更新等に取り組む必要が
あります。今後の市⺠ニーズや⾏政ニーズに対応することが困難であること
が想定される施設があります。 

財政支出 
大規模な施設が多く、修繕、改修及び建替等に係る財政支出の平準
化及び縮減を図る必要があります。 

保有量・利⽤率 
貸館施設の利⽤率が低い貸室については、利⽤率の向上に向けた取組
が必要です。 

その他 

・⾼齢者の利⽤頻度が⾼いため、⾼齢者に配慮した施設整備が必要で
す。 
・⻘少年にも利⽤してもらえるように、こうした世代のニーズを汲み取る取
組が必要です。 

 

４ 今後の取組 
 
 
 
 

具体的には… 

⽼朽化 

・公共施設個別施設計画に基づき、修繕、改修及び更新等を実施しま
す。 
・法令等に基づく定期点検や職員等による点検を⾏い、劣化状況等を
把握します。 
・今後の市⺠ニーズや⾏政ニーズに対応することが困難である施設につい
ては、他の施設との機能の統合や移転などを進めていきます。 

財政支出 
公共施設個別施設計画の実施により、財政支出の平準化及び縮減を
図ります。 

保有量・利⽤率 利⽤率の向上が⾒込めない貸室は、機能の転⽤等を検討します。 

その他 
大規模改修等に合わせ、⾼齢者や⻘少年が気軽に利⽤できる機能の
整備を検討します。 

 

⽂化施設としての機能を充実するとともに、施設の適正な保有量を検討します。 

マネジメントの方向性 
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１ 施設の現状 

⑴ 施設保有量 
集会施設は、本市が所有する公共施設の総延床⾯積の2.2％を占めています。施設

数は、施設類型ごとで⽐較すると、最も多く保有しています。 
保有施設⼀覧  

№ 施設名称 所在地 建築年度 
延床⾯積

(㎡) 
備考 

1 柏井⽼人憩いの家 柏井町３丁目13番地 1976 198.45   
2 松原⽼人憩いの家 東野町⻄１丁目８番地１ 1977 198.69   
３ 上条⽼人憩いの家 上条町５丁目4065番地５ 1978 277.02   
４ ひなご⽼人憩いの家 熊野町1575番地 1979 285.32   
５ 桃⼭⽼人憩いの家 桃⼭町２丁目247番地１ 1980 169.77   
６ 不⼆⽼人憩いの家 気噴町北１丁目225番地 1981 165.19   
７ 北城⽼人憩いの家 大泉寺町1010番地 1982 153.09   
８ 桃花園⽼人憩いの家 東⼭町５丁目15番６ 1982 301.99   
９ ⼋⽥⽼人憩いの家 ⼋⽥町３丁目15番地５ 1983 152.63   
10 緑ケ丘⽼人憩いの家 ⽯尾台６丁目５番地15 1984 162.00   
11 水辺⽼人憩いの家 藤⼭台２丁目７番地１ 1993 240.58   
12 味美⽼人憩いの家 味美⻄本町1932番地１ 1993 192.94   
13 ⾼蔵寺⽼人憩いの家 ⾼蔵寺町５丁目８番地 1994 171.38   
14 勝川⽼人憩いの家 勝川町３丁目４９番地２ 1994 188.68   

15 小野⽼人憩いの家 小野町２丁目75番地 1988 53.19  ３-93 
複合施設 

16 外之原ふれあいの家 外之原町2158番地１ 1982 30.40   
17 内津ふれあいの家 内津町175番地 1983 40.16   
18 神屋団地ふれあいの家 神屋町1582番地1 1984 44.72   
19 ⽥楽ふれあいの家 ⽥楽町1288番地１ 1984 89.84   
20 大留ふれあいの家 大留町５丁目27番地６ 1984 64.17   
21 廻間ふれあいの家 廻間町字東神多20番１ 1985 35.87   
22 大⼿ふれあいの家 大⼿町１丁目20番地 1986 58.03   
23 押沢台ふれあいの家 押沢台６丁目９番地 1987 76.20   
24 坂下ふれあいの家 坂下町３丁目647番地１ 1987 76.72   
25 細野ふれあいの家 細野町3173番地２ 1987 56.31   
26 東神明ふれあいの家 東神明町２丁目９番地16 1989 49.14   
27 鷹来ふれあいの家 上⽥楽町2693番地14 1994 73.48   
28 荒⼦ふれあいの家 大留町１丁目12番地９ 1994 55.60   
29 ⽟野ふれあいの家 ⽟野町802番地15 1995 60.27   
30 南花⻑ふれあいの家 南花⻑町16番地20 1995 60.27   
31 気噴南ふれあいの家 気噴町２丁目17番地10 1996 63.70   
32 南下原ふれあいの家 南下原町６丁目16番地１ 1996 69.97   
33 ⻄尾ふれあいの家 ⻄尾町493番地 1997 60.27   
34 和爾良ふれあいの家 弥生町字⼭ノ前5264番地１ 1997 67.08   
35 町屋ふれあいの家 町屋町字町屋3900番地11 1998 71.22   
36 不⼆ガ丘ふれあいの家 出川町１丁目２番地２ 1998 71.00   

集会施設 ３ 

（2021（令和３）年３⽉31日現在）
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№ 施設名称 所在地 建築年度 
延床⾯積

(㎡) 
備考 

37 ⿃居松ふれあいの家 ⿃居松町６丁目200番地８ 1998 67.08   
38 朝宮ふれあいの家 朝宮町２丁目10番14 1999 67.90   
39 ⻄⼭ふれあいの家 ⻄⼭町５丁目３番地１ 2000 69.56   
40 牛⼭ふれあいの家 牛⼭町字⼋反⽥2200番地99 2000 67.90   
41 大⼿⽥酉ふれあいの家 大⼿⽥酉町１丁目24番地 2001 59.21   
42 ⽊附ふれあいの家 ⽟野町1657番地５ 2001 67.90   
43 篠⽊四ツ谷ふれあいの家 篠⽊町７丁目25番地３ 2002 69.77   
44 中央台ふれあいセンター 中央台８丁目３番地 1980 208.53  中央台小学校内 
45 味美上ノ町学習等供⽤施設 味美上ノ町1992番地２ 1971 342.09   
46 ⻄本町学習等供⽤施設 ⻄本町１丁目３番地５ 1972 343.51   
47 春日井学習等供⽤施設 宮町字宮町91番地２ 1974 544.80   
48 ⼆⼦学習等供⽤施設 ⼆⼦町２丁目11番地７ 1974 380.56   
49 花⻑学習等供⽤施設 花⻑町２丁目14番地１ 1974 361.44   
50 牛⼭南部学習等供⽤施設 牛⼭町2356番地４ 1975 364.65   
51 勝川中部学習等供⽤施設 大和通１丁目７番地１ 1975 366.04   
52 美濃町学習等供⽤施設 美濃町２丁目217番地 1976 381.63   
53 味美白⼭町学習等供⽤施設 味美白⼭町１丁目２番地７ 1977 278.51   
54 味美町学習等供⽤施設 味美町３丁目43番地２ 1977 271.19   
55 旭町学習等供⽤施設 若草通１丁目３番地５ 1977 69.54   
56 ⻄屋町学習等供⽤施設 ⻄屋町字中新⽥139番地４ 1978 91.95   
57 中新町学習等供⽤施設 中新町１丁目12番地10 1978 310.06   
58 如稲学習等供⽤施設 如意申町４丁目16番地10 1978 379.86   
59 勝川新町学習等供⽤施設 勝川新町３丁目112番地 1978 155.08   
60 春日井南部学習等供⽤施設 下屋敷町字下屋敷121番地20 1979 153.47   
61 ⽊附農業研修施設 ⽊附町919番地２ 1979 136.75  

複合施設 
62 ⽊附学習等供⽤施設 ⽊附町919番地２ 1993 127.97 
63 ⾼⼭学習等供⽤施設 ⾼⼭町２丁目27番地１ 1979 232.43   
64 中野町学習等供⽤施設 中野町１丁目100番地５ 1980 283.19   
65 牛⼭北部学習等供⽤施設 牛⼭町421番地１ 1980 278.87   
66 知多学習等供⽤施設 知多町２丁目120番地２ 1980 159.18   
67 前並学習等供⽤施設 前並町３丁目２番地10 1980 217.02   
68 徳農学習等供⽤施設 神明町24番地１ 1980 183.56   
69 春日井上ノ町学習等供⽤施設 春日井上ノ町字⿊鉾155番地１ 1981 158.01   
70 惣中学習等供⽤施設 惣中町２丁目97番地 1981 132.00   
71 大辻学習等供⽤施設 大⼿町1077番地 1981 150.50   
72 追進学習等供⽤施設 追進町３丁目29番地 1981 139.22   
73 勝川南部学習等供⽤施設 勝川町３丁目17番地 1981 329.87   
74 勝川駅南学習等供⽤施設 松新町６丁目１番地１ 1982 161.54   
75 春日井町学習等供⽤施設 春日井町字町20番地１ 1982 153.31   
76 御幸学習等供⽤施設 御幸町３丁目４番地９ 1983 159.84   
77 柏井学習等供⽤施設 柏井町３丁目190番地 1983 202.68   
78 柏原学習等供⽤施設 柏原町３丁目286番地 1983 242.10   
79 ⿊鉾学習等供⽤施設 ⿊鉾町字大久⼿86番地４ 1984 158.71   
80 ⼋幡学習等供⽤施設 ⼋幡町93番地 1984 189.80   
81 牛⼭東部学習等供⽤施設 牛⼭町2847番地１ 1984 157.68   
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№ 施設名称 所在地 建築年度 
延床⾯積

(㎡) 
備考 

82 稲口学習等供⽤施設 稲口町３丁目11番地 1985 94.15   
83 宮町学習等供⽤施設 宮町字宮町136番地 1985 117.80   
84 宗法学習等供⽤施設 宗法町字宗法２番地５ 1985 115.83   
85 大⼿学習等供⽤施設 大⼿町４丁目４番地６ 1985 156.07   
86 地蔵ケ池学習等供⽤施設 勝川町１丁目３番地１ 1985 115.84   
87 如意申⻄学習等供⽤施設 如意申町２丁目22番地２ 1986 122.93   
88 南花⻑学習等供⽤施設 南花⻑町５番地６ 1986 153.62   
89 四ツ家学習等供⽤施設 四ツ家町字四ツ家52番地２ 1986 129.37   
90 朝宮学習等供⽤施設 朝宮町１丁目12番地10 1986 135.28   
91 ⻄⾼⼭学習等供⽤施設 ⻄⾼⼭町３丁目４番地６ 1986 134.97   

92 ⼋光学習等供⽤施設 柏井町１丁目42番地 1988 84.24  1-13 
複合施設 

93 小野学習等供⽤施設 小野町２丁目75番地 1988 196.58  ３-15 
複合施設 

94 勝川⻄部学習等供⽤施設 勝川町４丁目129番地 1990 260.97   
95 味美地区学習等供⽤施設 味美町１丁目15番地 2004 198.95   
96 松新学習等供⽤施設 松新町４丁目３番地19 2004 206.33   
97 ⽟野農村婦人の家 ⽟野町1107番地２ 1980 210.15   

98 味美中央学習等供⽤施設 ⻄本町１丁目15番地１ 1986 2-4 に含む 2-4 
複合施設 

   

 
⑵ 利⽤状況 

2020（令和2）年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により、１日当たりの利⽤
者数は減少しています。 
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5人未満

5人以上
10人未満

10人以上
15人未満

15人以上
20人未満

5人未満

5人以上
10人未満

10人以上
15人未満

5人未満
5人以上

10人未満

10人以上
15人未満

15人以上
20人未満

利⽤人数 割合(％) 

５人未満 40 

５人以上 10 人未満 33.4 

10 人以上 15 人未満 13.3 

15 人以上 20 人未満 13.3 

 

利⽤人数 割合(％) 
５人未満 75.0 
５人以上 10 人未満 18.0 
10 人以上 15 人未満 7.0 

 

⽼人憩いの家の 1 日当たりの利⽤者数（2020 年度） 

ふれあいの家の 1 日当たりの利⽤者数（2020 年度） 

利⽤人数 割合(％) 

５人未満 56 

５人以上 10 人未満 27 

10 人以上 15 人未満 15 

15 人以上 20 人未満 2 

 

学習等供⽤施設の 1 日当たりの利⽤者数（2020 年度） 
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⑶ 財政支出 
 2020（令和２）年度の主な支出は次のとおりです。工事請負費は学習等供⽤施設
の外壁や防水の改修が主な支出です。 
 

 
２ これまでの主な取組 

・ ふれあいの家については、指定管理者である区・町内会等に対して、⽼朽化に伴う建替え
や大規模な修繕を実施しない旨を通知しています(平成23年３⽉通知)。 

・ 学習等供⽤施設については、外壁や防水の改修やエアコン設備の更新などの定期修繕を、
毎年度３施設のペースで実施しています。 

 
３ 課 題 

⽼朽化 
建築後35年を経過する施設が約72％(延床⾯積の割合)を占めてお
り、適切な維持管理・修繕に取り組む必要があります。 

財政支出 
集会施設に対する支出額は少額となっていますが、維持管理費を始めと
した財政支出の縮減に努めていく必要があります。 

保有量・利⽤率 
・利⽤率の改善に取り組む必要があります。 
・町内会等で独自に維持管理運営している他の地区集会施設などと公
平性を図る必要があります。 

その他 ― 
 
 
 
 
 
 
 

0 

0 

323 

13,401 

14,196 

18,681 

42,768 

0 20,000 40,000 60,000

使⽤料及び賃借料

公有財産購入費

保険料

修繕料

維持管理に係る委託料

光熱水費

工事請負費

主な支出の内訳

千円

市民1人当たりの支出額290円 
（2020国勢調査の本市人口による） 
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４ 今後の取組 
 
 
 
 

具体的には… 

⽼朽化 
・公共施設個別施設計画に基づき、修繕を実施します。 
・法令等に基づく定期点検や職員等による点検を⾏い、劣化状況等を
把握します。 

財政支出 
設備の更新等においては、省エネルギー効果の⾼い設備等を導入しま
す。 

保有量・利⽤率 

・ふれあいの家については、平成23年３⽉の通知に則り、地域への移譲
や施設の廃止を進めます。 
・⽼人憩いの家については、⾼齢者のいきがいや支え合い活動を促進し
た上で、利⽤率が低い施設については、廃止を含めた施設のあり⽅を検
討します。 
・学習等供⽤施設については、運営のあり⽅を検討します。 

その他 ― 
 
  

 

今後の利⽤率等を踏まえ、適正な保有量を確保します。 

マネジメントの方向性 
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１ 施設の現状 

⑴ 施設保有量 
スポーツ・レクリエーション施設は、本市が所有する公共施設の総延床⾯積の5.2％を占

めています。 
保有施設⼀覧 

№ 施設名称 所在地 建築年度 延床⾯積(㎡) 備考 
1 総合体育館 鷹来町4196番地３ 1985 14,720.45   

2 温水プール 
（通称︓サンフロッグ春日井） 南下原町２丁目４番地11 1992 7,995.06  

3 市⺠球場 明知町463番地１ 1980 702.58  
4 落合公園体育館 東野町字茨沢15番地５ 2012 2,361.59   
5 美濃町公園グラウンド 美濃町２丁目217番地 ― ―  
6 地蔵ケ池公園グラウンド 勝川町１丁目３番地１ ― ―  
7 牛⼭運動広場 牛⼭町3180番地 ― ―  
8 中央公園グラウンド ⿃居松町３丁目21番地 ― ―  
9 繁⽥公園グラウンド 気噴町北２丁目312番地 ― ―  

10 篠⽊公園グラウンド 関⽥町１丁目41番地 ― ―  
11 松河⼾グラウンド河川敷 松河⼾町地内 ― ―  
12 上条グラウンド河川敷 上条町地内 ― ―  
13 熊野グラウンド河川敷 熊野町地内 ― ―  
14 上⽥楽運動広場 上⽥楽町1958番地１ ― ―  
15 白⼭運動広場 白⼭町６丁目４番地２ ― ―  
16 ⾼蔵寺運動広場河川敷 ⾼蔵寺町地内 ― ―  
17 前⾼グラウンド ⻄⾼⼭町２丁目11番地 ― ―  
18 牛⼭公園グラウンド 牛⼭町3103番地 ― ―  
19 大池緑地グラウンド ⻄⼭町５丁目18番地１ ― ―  
20 グリーンパレス春日井（テニス場） 東野町字落合池１番地２ ― ―  
21 中央公⺠館（テニス場） 柏原町１丁目97番地１ ― ―  
22 ⾼森⼭公園（テニス場） ⾼森台８丁目５番地 ― ―  

23 
野外キャンプ場 
（通称︓細野キャンプ場） 

細野町字半之⽊2988番
地2 

1977 138.62 
 

24 少年自然の家 廻間町1102番地1 1981 6,749.01  

25 
都市緑化植物園 
（通称︓グリーンピア春日井） 

細野町字大久⼿3249番
地１ 

1987 3,211.93 
 

26 朝宮公園（管理棟） 朝宮町４丁目１番地２ 1978 984.51 2021 年度 
解 体 

27 朝宮公園（野球場） 朝宮町４丁目１番地２ 1978 ―  
28 朝宮公園（テニス場） 朝宮町４丁目１番地２ 1978 ―  

29 
ふれあい農業公園 
（通称︓あい農パーク春日井） ⻄尾町字⻄番場６番地50 2019 593.72  

※  朝宮公園 総合管理棟、陸上競技場（愛称︓スポーレ春日井）は、完成が2021（令和３）年度の
ため、保有施設⼀覧に記載していません。 

 

スポーツ・レクリエーション施設 ４ 

（2021（令和３）年３⽉31日現在）
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⑵ 利⽤率の推移 

直近３年間(2018（平成30）〜2020（令和２）年度)の平均利⽤率が50％を
超える施設は、50％となっており、地蔵ケ池公園グラウンドについては、利⽤率が30％を下
回っています。 

総合体育館や落合公園体育館の、競技場における利⽤率は、85％以上となっており
⾼水準で推移しています。 

 

 
 
 
 
 

※グラウンドの敷地⾯積は除いています。 
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⑶ 財政支出 
 2020（令和2）年度の主な支出は次のとおりです。スポーツ施設については、維持管理
に係る委託料が支出全体の約35％を占めています。また、光熱水費のうち、サンフロッグ春
日井は約43％を占めています。 
 

 
２ これまでの主な取組 

・ 総合体育館や温水プールについては、ESCO事業を導入し、光熱水費の縮減に取り組ん
でいます。 

・ 総合体育館の第2競技場、及び柔剣道場に空調設備を設置しました。 
・ 体育館の競技場については、飽和状態が続いていた総合体育館利⽤者の、落合公園体

育館への分散化が進みましたが、両施設とも⾼い利⽤率で推移しています。 
 
３ 課 題 

⽼朽化 
市⺠球場、総合体育館については、建築後35年を経過しており、適切
な維持管理・修繕や計画的な改修等に取り組む必要があります。 

財政支出 
・スポーツ施設は、修繕に多額の費⽤を必要とする特殊な設備が多いた
め、財政支出の平準化への取組が必要です。 
・引き続き、維持管理費の縮減に取り組む必要があります。 

保有量・利⽤率 
競技場については、利⽤率が⾼い状態が続いており、ニーズの把握が必
要です。 

その他 
今後も⾼齢化の進展に伴い、利⽤者ニーズが変化することが予測される
ため、こうしたニーズに応える環境を整備することが必要です。 

 
 
 
 

0 
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主な支出の内訳

千円

市民1人当たりの支出額2,839円 
（2020国勢調査の本市人口による） 
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４ 今後の取組 
 
 
 
 

具体的には… 

⽼朽化 
・公共施設個別施設計画に基づき、修繕及び改修を実施します。 
・法令等に基づく定期点検や職員等による点検を⾏い、劣化状況等を
把握します。 

財政支出 
・修繕、改修等に係る財政支出の平準化を図るため、全庁的な視点で
調整を⾏います。 

保有量・利⽤率 利⽤者のニーズに合わせた施設整備を検討します。 

その他 
スポーツ施設については、特定競技に限定せずに、多様なレクリエーション
スポーツの普及や振興を促進できる環境整備を検討します。 

 
  

 

設備の更新に要する費⽤を平準化するとともに、利⽤率や今後の利⽤者ニーズなど多角的
な視点から今後の施設の保有量を検討します。 

マネジメントの方向性 



43 
 

 
 
１ 施設の現状 

⑴ 施設保有量 
福祉施設は、本市が所有する公共施設の総延床⾯積の2.2％を占めています。 

保有施設⼀覧  

№ 施設名称 所在地 建築年度 延床⾯積 備考 
1 総合福祉センター    浅⼭町１丁目２番61号 1979 4,660.53   

2 福祉の⾥ 神屋町字引沢57番地１ 1994 5,770.75   

３ 
第⼀希望の家 
（旧介護サービスセンター） 

中切町３丁目３番地９ 1999 1,045.62  
 

４ 第⼆希望の家 岩成台３丁目３番地６ 1980 353.13   

5 総合福祉センター 福祉作業所 浅⼭町１丁目２番61号 1982 994.95   

6 福祉⽂化体育館 
(通称︓サン・アビリティーズ春日井) 浅⼭町１丁目２番61号 1984 1,571.11  

 

7 ⺟⼦の家 王⼦町3番地 1978 1,042.58   

 
⑵ 利⽤状況 

2020（令和2）年度の利⽤者数は、総合福祉センター、福祉の⾥ともに新型コロナウ
イルス感染症の影響により減少しています。また、貸館機能の利⽤率についても同様に減
少しています。 
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⑶ 財政支出 

 2020（令和2）年度の主な支出は次のとおりです。工事請負費においては、福祉の⾥
の外壁改修による支出となっています。 
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２ これまでの主な取組 
・ 全ての施設で法律に基づく定期点検を実施しています。 
・ 第⼀希望の家については、介護サービスセンターにおける実施事業の⾒直しに伴い、障害

福祉サービスを拡充するため、介護サービスセンターへ移転しました。 
 
３ 課 題 

⽼朽化 
建築後35年を経過する施設が約51％(延床⾯積の割合)を占めてお
り、適切な維持管理・修繕や計画的な改修等に取り組む必要がありま
す。 

財政支出 
総合福祉センターや福祉の⾥は、施設の規模が大きく、多額の維持管
理費を要するため、修繕、改修等に係る財政支出の平準化を図る必要
があります。 

保有量・利⽤率 
⾼齢化の進展に伴う利⽤需要を、⻑期的な視点で⾒通し、適正な保有
量を確保していく必要があります。 

その他 
⾼齢化の進展や利⽤者ニーズの多様化に伴い、誰もが利⽤しやすい施
設としていくことが必要です。 

 
４ 今後の取組 
 
 
 
 

具体的には… 

⽼朽化 
・公共施設個別施設計画に基づき、修繕及び改修を実施します。 
・法令等に基づく定期点検や職員等による点検を⾏い、劣化状況等を
把握します。 

財政支出 
公共施設個別施設計画の実施により、修繕、改修等に係る財政支出
の平準化を図ります。 

保有量・利⽤率 
利⽤需要や⺠間事業者の整備状況等を踏まえ、今後も施設のあり⽅を
検討していきます。 

その他 
改修等に合わせ、利⽤者ニーズの変化に対応するための機能の整備を
検討します。 

 
  

 

予防保全を推進するとともに、将来的な利⽤需要等を踏まえ、適正な保有量を確保しま
す。 

マネジメントの方向性 
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１ 施設の現状 

⑴ 施設保有量 
⼦育て支援施設は、本市が所有する公共施設の総延床⾯積の5.１％を占めています。

また、1970年代に整備が集中したため、建築後35年以上経過した施設は、約60％です。 
保有施設⼀覧 

№ 施設名称 所在地 建築年度 延床⾯積(㎡) 備考 
1 篠⽊⼦どもの家 篠⽊町５丁目1313番地３ 1964 166.00 篠⽊小学校内 
2 牛⼭⼦どもの家 牛⼭町2150番地 1965 126.00 牛⼭小学校内 
３ 坂下⼦どもの家 坂下町5丁目324番地 1966 163.00 坂下小学校内 
４ 藤⼭台⼦どもの家 藤⼭台３丁目２番地 2015 161.00 藤 ⼭ 台 小 学 校 内 
５ ⿃居松⼦どもの家 ⽉⾒町45番地 1967 85.60 ⿃居松小学校内 
６ ⾼森台⼦どもの家 ⾼森台8丁目1番地 1973 135.00 ⾼森台小学校内 
７ 松原⼦どもの家 東野町1丁目9番地 1973 156.00 松原小学校内 
８ 味美⼦どもの家 味美町3丁目41番地 1974 165.00 味美小学校内 
９ 勝川⼦どもの家 若草通2丁目1番地1 1965 203.00 勝川小学校内 
10 大⼿⼦どもの家 大⼿町３丁目24番地１ 1975 165.00 大⼿小学校内 
11 神領⼦どもの家 神領町1丁目1番地8 1976 140.00 神領小学校内 
12 岩成台⼦どもの家 岩成台6丁目3番地 1974 170.00 岩成台小学校内 

13 白⼭⼦どもの家 味美白⼭町2丁目3番地3 1979 138.32 2021年度 
白⼭小学校内に移転 

14 ⼋幡⼦どもの家 春⾒町42番地1 1979 129.60 2021年度 
⼋幡小学校内に移転 

15 神屋⼦どもの家 神屋町860番地 1979 136.00 神屋小学校内 
16 東野⼦どもの家 東野町4丁目13番地 1980 209.00 東野小学校内 
17 岩成台⻄⼦どもの家 岩成台8丁目1番地 1980 128.00 岩成台⻄小学校内 
18 ⽯尾台⼦どもの家 ⽯尾台6丁目2番地 1979 130.00 ⽯尾台小学校内 
19 柏原⼦どもの家 柏原町5丁目15番地 1999 177.69   
20 不⼆⼦どもの家 出川町3丁目14番地1 2001 127.72   
21 ⻄部⼦どもの家 宮町3丁目8番地2 2003 133.05   
22 丸⽥⼦どもの家 六軒屋町⻄1丁目15番地7 2006 133.04   
23 出川⼦どもの家 出川町8丁目3番地4 2006 144.39   
24 小野⼦どもの家 小野町5丁目70番地 2007 246.75   
25 松⼭⼦どもの家 如意申町1丁目8番地1 2007 143.53   
26 北城⼦どもの家 ⾦ケ口町1550番地 2007 143.53   
27 ⾼座⼦どもの家 ⾼蔵寺町北4丁目777番地1 2008 198.29   
28 上条⼦どもの家 弥生町5287番地2 2008 160.91   
29 鷹来⼦どもの家 町屋町3900番地17 2008 147.59   
30 ⼭王⼦どもの家 勝川新町1丁目49番地 2008 147.59   
31 ⻄⼭⼦どもの家 ⻄⼭町1559番地2 2009 143.92   
32 篠原⼦どもの家 熊野町北1丁目1番地 2009 147.60   
33 ⽟川⼦どもの家 ⽟野町1613番地5 2010 147.60   
34 東部⼦育てセンター 中央台２丁目５番地 ― ― ⺠間施設内 
35 ⼦育て⼦育ち総合支援館 勝川町８丁目13番地 2002 1,196.44   
36 交通児童遊園 弥生町２丁目70番地 1969 741.61   

子育て支援施設 ６ 

（2021（令和３）年３⽉31日現在）
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№ 施設名称 所在地 建築年度 延床⾯積(㎡) 備考 
37 外之原保育園 外之原町2486番地4 1968 278.64   
38 白⼭保育園 味美白⼭町2丁目3番地2 1967 747.33   
39 ⻄部保育園 宮町字宮町101番地 1968 887.78   
40 牛⼭保育園 牛⼭町2200番地44 1969 687.08   
41 藤⼭台保育園 藤⼭台3丁目1番地6 1969 960.73   
42 ⾼座保育園 ⾼蔵寺町北3丁目6番地3 1970 1005.54   
43 前並保育園 四ツ家町字⼆ツ杁132番地 1971 784.20   
44 第⼆保育園 上⽥楽町3456番地4 1972 965.09   
45 岩成台保育園 岩成台6丁目2番地2 1971 869.92   
46 上⼋⽥保育園 ⼋⽥町2丁目13番地6 1973 1,106.37   
47 坂下北保育園 明知町875番地 1973 705.44   
48 追進保育園 追進町1丁目50番地 1973 713.86   
49 貴船保育園 貴船町53番地 1974 865.17   
50 下津保育園 下津町195番地1 1974 778.81   
51 桃⼭保育園 桃⼭町１丁目130番地５ 1975 704.90   
52 柏原保育園 柏原町5丁目28番地 1975 974.67   
53 大⼿保育園 大⼿町3丁目23番地1 1977 812.27   
54 第⼀保育園 弥生町5264番地1 1976 1,120.22  
55 坂下南保育園 坂下町4丁目332番地3 1978 934.69   
56 松原保育園 東野町2丁目5番地1 1978 1,064.23   
57 出川保育園 出川町3丁目8番地2 1979 1,077.05   
58 ⽟川保育園 ⽟野町1460番地 1980 639.90   
59 瑞穂保育園 瑞穂通8丁目48番地 1980 753.63   
60 柏原⻄保育園 柏原町1丁目97番地4 2007 1,530.01   
61 勝川北部保育園 旭町4丁目25番地 2008 1,743.97   
62 味美保育園 味美町3丁目160番地 2009 1,445.05   
63 小野保育園 小野町5丁目16番地 2010 1,797.29   
64 第三保育園 篠⽊町5丁目35番地 2011 1,796.10   
65 神領保育園 神領町1丁目1番地12 2012 1,903.67   

※  押沢台⼦どもの家、JR春日井駅南口⼀時保育室、⼦ども屋内遊び場は、完成が2021（令和３）年
度のため、保有施設⼀覧に記載していません。 
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⑵ 利⽤状況 
保育園の利⽤率については、利⽤率が80％を超える園もあります。⼀⽅で、牛⼭保育

園や桃⼭保育園、坂下北保育園、外之原保育園については、利⽤率が60％を下回って
います。 

⼦どもの家については、平均登録人数が60人以上の施設が全体の60％以上を占めて
います。 

 

 

 
⑶ 財政支出 

 2020（令和２）年度の主な支出は次のとおりです。⼦育て支援施設については、保育
園の支出が支出全体の約84％を占めています。 

40人未満

40人以上60人未満
60人以上80人未満

80人以上

⼦どもの家 平均登録人数（2020年度）

平均登録人数 割合(％) 
40人未満 12.1% 

40人以上60人未満 27.3% 

60人以上80人未満 54.5% 

80人以上  6.1% 
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保育園の利⽤率（2018〜2020年度の平均）%

利⽤率=入所児童数/定員
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18,221 

38,168 
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0 50,000 100,000 150,000

保険料

公有財産購入費

使⽤料及び賃借料

工事請負費

維持管理に係る委託料

修繕料

光熱水費

主な支出の内訳

千円

市民1人当たりの支出額1,116円 
（2020国勢調査の本市人口による） 
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２ これまでの主な取組 
・ ⼦育て支援施設については、法令に基づく定期点検を実施しています。 
・ ⽼朽化していた白⼭⼦どもの家及び⼋幡⼦どもの家については、それぞれ小学校の校舎

内へ移転しました。 
 
３ 課 題 

⽼朽化 
建築後35年を経過する施設が約60％(延床⾯積の割合)を占めてお
り、適切な維持管理・修繕や計画的な改修、更新等に取り組む必要が
あります。 

財政支出 
保育園については、主に1970年代に整備され、⼀⻫に大規模改修や
更新の時期を迎えるため、整備費⽤に係る財政支出を平準化する必要
があります。 

保有量・利⽤率 
⼦どもの家や保育園については、共働き家庭やひとり親家庭の増加によ
り、需要が増加しているため、適正な保有量を確保していく必要がありま
す。 

その他 ― 
 
４ 今後の取組 
 
 
 
 

具体的には… 

⽼朽化 

・公共施設個別施設計画に基づき、修繕、改修及び更新等を実施しま
す。 
・法令等に基づく定期点検や職員等による点検を⾏い、劣化状況等を
把握します。 

財政支出 
整備費⽤に係る財政支出の平準化を図るため、全庁的な視点で調整を
⾏います。 

保有量・利⽤率 
⼦どもの家や保育園については、今後の保育需要の把握に努め、施設の
より最適な配置や規模を検討します。 

その他 ― 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

⺠間活⼒や既存施設の有効活⽤などを推進し、財政支出の縮減に努めます。 

マネジメントの方向性 
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１ 施設の現状 

⑴ 施設保有量 
産業施設は、本市が所有する公共施設の総延床⾯積の2.２％を占めています。 

保有施設⼀覧 

№ 施設名称 所在地 建築年度 延床⾯積(㎡) 備考 

1 グリーンパレス春日井 
(旧︓勤労福祉会館) 東野町字落合池１番地 2 1975 8,810.43 2021年度 

名称変更 
2 ルネックビル 松新町１丁目４番地 1992 3,007.07  区分所有 
３ ホテルプラザ勝川 松新町１丁目５番地 1999 3,875.75  区分所有 

 

 
⑵ 利⽤状況 

2020（令和2）年度の利⽤者数は、新型コロナウイルス感染症の影響により減少して
います。また、グリーンパレス春日井における貸館機能の利⽤率についても同様に減少して
います。 

 

産業施設 ７ 
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⑶ 財政支出 

 2020（令和２）年度の主な支出は次のとおりです。工事請負費が76％を占めていま
すが、これはグリーンパレス春日井における大規模改修の実施によるものです。 

 

※修繕積⽴⾦は含まれていません。 

２ これまでの主な取組 
・ 産業施設については、法令に基づく定期点検を実施しています。 
・ 2021（令和３）年度に、グリーンパレス春日井の研修棟・体育館の大規模改修工事を

実施しました。 
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市民1人当たりの支出額1,506円 
（2020国勢調査の本市人口による） 
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３ 課 題 

⽼朽化 
建築後35年を経過する施設が約27％(延床⾯積の割合)を占めてお
り、適切な維持管理・修繕に取り組む必要があります。 

財政支出 
施設規模が大きく、多額の維持管理費を要するため、財政支出の縮減
に努める必要があります。 

保有量・利⽤率 
宿泊施設を伴うなど収益性の⾼い施設であるため、利⽤者満⾜度の⾼
い施設機能を維持・向上させ、収益を上げ続ける必要があります。 

その他 
⾼齢化の進展や利⽤者ニーズの多様化に伴い、誰もが利⽤しやすい施
設としていくことが必要です。 

４ 今後の取組 
 
 
 
 

具体的には… 

⽼朽化 
・公共施設個別施設計画に基づき、修繕及び改修を実施します。 
・法令等に基づく定期点検や職員等による点検を⾏い、劣化状況等を
把握します。 

財政支出 
・修繕、改修等に係る財政支出の平準化を図るため、全庁的な視点で
調整を⾏います。 

保有量・利⽤率 利⽤者ニーズを反映した施設機能を整備し、利⽤率の向上に努めます。 

その他 
改修等に合わせ、利⽤者ニーズの変化に対応するための機能の整備を
検討します。 

 
 
  

 

施設の収益性を上げる取組を継続して実施します。 

マネジメントの方向性 
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１ 施設の現状 

⑴ 施設保有量 
公営住宅は、本市が所有する公共施設の総延床⾯積の6.2％を占めています。 
構造については、⽊造やコンクリートブロック造の非耐⽕構造の建物が約4.3％(延床⾯

積の割合)を占めています。 
保有施設⼀覧 

№ 施設名称 所在地 建築年度 延床⾯積(㎡) ⼾数 備考 

1 大留住宅 大留町８丁目８番地２ 1960 62.70 2  2021年度 
廃 止 

2 桃⼭住宅 桃⼭町２丁目164番地 1964 1,867.73 52   
3 道場⼭住宅 ⻄⼭町1617番地４ 1967 7,128.19  160   
4 ⻄島住宅 東野町⻄２丁目16番地２ 1973 1,229.31  24   
5 上⼋⽥住宅 ⼋⽥町２丁目12番地１ 1996 10,870.61  130   
6 篠⽊住宅 篠⽊町５丁目44番地１ 1998 2,235.40  32   
7 杁ケ島住宅 杁ケ島町１番地４ 1999 2,369.33  33   
8 東野住宅 東野町９丁目15番地１ 2002 5,199.02  80   
9 下原住宅 東⼭町字平橋2265番地35 2016 5,029.42  80   

10 勝川第１コミュニティ住宅 勝川町８丁目３番地11 1996 971.40  14   
11 町⽥第１コミュニティ住宅 町⽥町２丁目12番地 1996 626.19  9   
12 柏井第１コミュニティ住宅 柏井町６丁目66番地 1997 862.15  12   
13 町⽥第２コミュニティ住宅 町⽥町１丁目27番地 1997 772.74  12   
14 勝川第２コミュニティ住宅 勝川町９丁目１番地１ 1998 1,161.91  16   
15 松新第１コミュニティ住宅 松新町３丁目98番地 1999 1,856.90  27   
16 柏井第２コミュニティ住宅 柏井町４丁目174番地 2000 624.58  8   
17 柏井第３コミュニティ住宅 柏井町３丁目248番地 2002 1,050.80  15   
18 柏井第４コミュニティ住宅 柏井町４丁目169番地 2003 588.99  8   
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⑵ 利⽤状況 
入居募集を停止している市営住宅を除く市営住宅等の入居率は、⾼い水準となってお

り、また、市営住宅の入居者のうち、65歳以上の単身⾼齢者世帯の割合は20％を超え
ています。 

 

 2016年度(%) 2020年度(%) 
入居率 92.24 93.03 
単身⾼齢者世帯の割合 24.73  22.23 

 
⑶ 財政支出 

 2020（令和２）年度の主な支出は次のとおりです。工事請負費については、外壁及
び屋上防水改修工事が主な支出です。 

 
２ これまでの主な取組 

・ 公営住宅については、市営住宅総合再生計画を2020（令和２）年度に改訂しました。 
・ 公営住宅については、⻑寿命化計画を2020（令和２）年度に改訂し、ライフサイクルコ

ストの縮減と平準化に取り組んでいます。 
 
 
 
 

構造種別 割合(％) 
鉄筋コンクリート造 95.7 
⽊造 0.1 
コンクリートブロック造 4.2 

 

0 

0 

0 

1,047 

33,940 

48,211 

162,823 

0 60,000 120,000 180,000

光熱水費

使⽤料及び賃借料

公有財産購入費

保険料

維持管理に係る委託料

修繕料

工事請負費

主な支出の内訳

千円

市民1人当たりの支出額797円 
（2020国勢調査の本市人口による） 

 



55 
 

３ 課 題 

⽼朽化 

・建築後35年を経過する施設が約23％(延床⾯積の割合)を占めてお
り、定期的な点検や改修等に取り組む必要があります。 
・⽼朽化している⽊造・準耐⽕住棟については、建替等の必要がありま
す。 

財政支出 維持管理に係る委託料や修繕料の縮減に取り組む必要があります。 

保有量・利⽤率 
適正な供給量を確保するため、需給バランスを⻑期的な視点で⾒通す
必要があります。 

その他 
⼦育て世帯や単身⾼齢者世帯など、幅広い世帯のニーズに対応できる
住環境を整える必要があります。 

４ 今後の取組 
 
 
 
 

具体的には… 

⽼朽化 
・市営住宅等⻑寿命化計画に基づき、修繕及び更新等を実施します。 
・法令等に基づく定期点検や職員等による点検を⾏い、劣化状況等を
把握します。 

財政支出 

・整備費⽤に係る財政支出の平準化を図るため、全庁的な視点で調整
を⾏います。 
・財政支出を縮減するため、⺠間活⼒を活⽤した整備や借上げ市営住
宅等を検討します。 

保有量・利⽤率 市営住宅総合再生計画に基づき、適正な供給量を確保します。 
その他 多様な世帯を受け入れることができるように型別供給を⾏います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

春日井市市営住宅総合再生計画に基づき、安全安心な住宅を供給します。 

マネジメントの方向性 
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１ 施設の現状 

⑴ 施設保有量 
医療・保健施設は、本市が所有する公共施設の総延床⾯積の8.5％を占めており、全て

の施設が1990年代以降に整備されています。 
保有施設⼀覧 

№ 施設名称 所在地 建築年度 延床⾯積(㎡) 備考 
1 市⺠病院 鷹来町１丁目１番地１ 1998 50,330.61   

２ 保健センター 中央台１丁目１番地７ 1990 2,972.64   

３ 総合保健医療センター 鷹来町1丁目1番地１ 2013 7,566.14   

 

 
⑵ 利⽤状況 

市⺠病院の、外来患者数及び入院患者数等については、2020（令和2）年度には、
新型コロナウイルス感染症の影響により減少したものの、それ以前までは、やや増加傾向で
推移しています。 

また、総合保健医療センターや保健センターについては、多くの人に利⽤されています。 

医療・保健施設 ９ 
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⑶ 財政支出 
 医療・保健施設の2020（令和2）年度の主な支出は次のとおりです。維持管理に係
る委託料が全体の支出の約53％を占めています。 
 

 
２ これまでの主な取組 

・ 市⺠病院については、第２次中期経営計画を策定し、医療の質の向上と健全な経営の
確保に努めています。 

 
３ 課 題 

⽼朽化 
建築後35年を経過する施設はありませんが、今後も良質な市⺠サービ
スを提供する環境を維持していく必要があります。 

財政支出 
大規模な施設が多く、多額の維持管理費を要するため、修繕、改修及
び更新等に係る財政支出の平準化を図る必要があります。 

保有量・利⽤率 新たなニーズに迅速に対応していく必要があります。 
その他 ― 
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保健施設の利⽤者数の推移

2018年度 2019年度 2020年度

人

0 

1,242 

10,034 

89,405 

203,756 

289,937 

660,031 

0 230,000 460,000 690,000

公有財産購入費

保険料

使⽤料及び賃借料
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千円

市民1人当たりの支出額4,064円 
（2020国勢調査の本市人口による） 
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４ 今後の取組 
 
 
 
 

具体的には… 

⽼朽化 

・公共施設個別施設計画に基づき、修繕、改修及び更新等を実施しま
す。 
・法令等に基づく定期点検や職員等による点検を⾏い、劣化状況等を
把握します。 

財政支出 

・市⺠病院については、収益と費⽤のバランスを意識し、必要な整備を⾏
います。 
・市⺠病院を除く施設は、修繕等に係る財政支出の平準化を図るため、
全庁的な視点で調整を⾏います。 

保有量・利⽤率 
市⺠病院については、医療ニーズへの対応が必要となった場合、診療棟
や病棟の改修や更新等を検討します。 

その他 ― 
 

 
 
  

計画的な予防保全を推進するとともに、適切な維持管理を⾏います。 

マネジメントの方向性 
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１ 施設の現状 

⑴ 施設保有量 
学校教育施設は、本市が所有する公共施設の総延床⾯積の47.7％を占めています。

また、1980年代半ばまでに集中的に整備されたため、建築後35年以上経過した施設は
80％を超えています。施設の規模については、5,000㎡を超えるものが多く、中には中部
中学校のように10,000㎡を超える大規模校があります。 

保有施設⼀覧 
№ 施設名称 所在地 建築年度 延床⾯積(㎡) 備考 
1 味美小学校 味美町３丁目41番地 1959 6,937.00   
2 春日井小学校 宮町字宮町３番地 1962 6,334.00   
３ 篠⽊小学校 篠⽊町５丁目1313番地３ 1964 8,148.00   
４ 勝川小学校 若草通２丁目１番地１ 1965 7,020.00   
５ 牛⼭小学校 牛⼭町2150番地 1965 5,479.00   
６ ⿃居松小学校 ⽉⾒町45番地 1967 6,047.00   
７ 小野小学校 小野町５丁目70番地 1965 6,003.00   
８ 白⼭小学校 味美白⼭町２丁目３番地１ 1966 6,765.00   
９ 鷹来小学校 ⽥楽町1845番地 1966 4,511.00   
10 坂下小学校 坂下町５丁目324番地 1966 5,901.00   
11 神領小学校 神領町１丁目１番地８ 1968 5,816.00   
12 不⼆小学校 出川町３丁目14番地１ 1971 6,744.00   
13 ⻄尾小学校 ⻄尾町６番地６ 1969 2,983.00   
14 ⼭王小学校 勝川新町１丁目49番地 1969 4,792.00   
15 ⼋幡小学校 春⾒町23番地２ 1970 4,793.00   
16 藤⼭台小学校 藤⼭台３丁目２番地 2015 9,502.00   
17 松原小学校 東野町１丁目９番地 1970 6,313.00   
18 岩成台小学校 岩成台６丁目３番地 1971 4,919.00   
19 ⻄⼭小学校 ⻄⼭町1575番地６ 1972 4,379.00   
20 ⾼座小学校 ⾼蔵寺町北４丁目777番地１ 1972 5,301.00   
21 ⾼森台小学校 ⾼森台８丁目１番地 1972 5,282.00   
22 ⽟川小学校 ⽟野町1687番地 1978 4,096.00   
23 柏原小学校 柏原町５丁目15番地 1973 6,696.00   
24 大⼿小学校 大⼿町３丁目24番地１ 1975 5,374.00   
25 中央台小学校 中央台８丁目３番地 1975 4,966.00   
26 岩成台⻄小学校 岩成台８丁目１番地 1976 5,703.00   
27 松⼭小学校 如意申町１丁目８番地１ 1977 5,914.00   
28 上条小学校 弥生町5277番地１ 1978 5,659.00   
29 東野小学校 東野町４丁目13番地 1978 6,134.00   
30 神屋小学校 神屋町860番地 1978 4,929.00   
31 北城小学校 ⾦ケ口町1550番地 1979 5,268.00   
32 ⽯尾台小学校 ⽯尾台６丁目２番地 1979 6,188.00   
33 東⾼森台小学校 ⾼森台７丁目３番地 1979 5,474.00   
34 篠原小学校 熊野町北１丁目１番地 1981 4,482.00   

学校教育施設 10 

（2021（令和３）年３⽉31日現在）
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№ 施設名称 所在地 建築年度 延床⾯積(㎡) 備考 
35 押沢台小学校 押沢台２丁目７番地 1982 4,596.00   
36 丸⽥小学校 六軒屋町⻄１丁目15番地１ 2001 7,579.00   
37 出川小学校 出川町８丁目３番地１ 2006 7,876.00   
38 中部中学校 王⼦町4番地 1959 10,211.00   
39 東部中学校 篠⽊町6丁目1315番地1 1961 8,817.00   
40 ⻄部中学校 宮町字宮町175番地 1961 8,546.00   
41 藤⼭台中学校 藤⼭台１丁目2番地 1969 6,599.00   
42 知多中学校 知多町4丁目64番地 1971 8,502.00   
43 坂下中学校 神屋町408番地 1977 7,411.00   
44 鷹来中学校 鷹来町3316番地 1974 7,836.00   
45 松原中学校 ⻄⼭町３丁目８番地８ 1975 8,383.00   
46 ⾼蔵寺中学校 ⾼蔵寺町北2丁目596番地 1976 8,773.00   
47 ⾼森台中学校 ⾼森台８丁目６番地 1977 7,488.00   
48 柏原中学校 柏原町５丁目375番地 1978 7,509.00   
49 味美中学校 ⻄本町２丁目１番地１ 1980 6,370.00   
50 南城中学校 下市場町１丁目２番地３ 1983 8,336.00   
51 ⽯尾台中学校 ⽯尾台6丁目22番地 1983 6,779.00   
52 岩成台中学校 岩成台８丁目2番地 1984 6,636.00   
53 前並調理場 四ツ家町字⼆ツ杁127番地 1972 1,642.63  
54 稲口調理場 稲口町３丁目14番地１ 1974 1,503.30   
55 白⼭調理場 白⼭町４丁目３番地６ 1978 1,521.42   
56 東部調理場 庄名町348番地1 2013 3,576.79   

 

 
 
 
 
 
 
 
 

建築後40年以上経過 
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⑵ 利⽤状況 
１人当たりの延床⾯積については、6.84㎡(不⼆小学校)から44.52㎡(⻄尾小学

校)までと大きな差があります。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

⑶ 財政支出 
 2020（令和2）年度の主な支出は次のとおりです。小中学校においては、外壁改修や
防⽕⼾等の定期修繕を実施したことに加え、⾼速大容量の通信ネットワークを整備したた
め工事請負費に多くの支出を要しています。 

 
２ これまでの主な取組 

・ 小中学校については、適正規模等に関する基本⽅針を策定し、学校適正配置の具体的
な進め⽅や地区別の考え⽅を⽰しました。また、基本⽅針に基づき、2013（平成25）
年から藤⼭台、藤⼭台東、⻄藤⼭台小学校の３校統合を進め、2016（平成28）年
４⽉に新藤⼭台小学校を開校しました。 

・ 小中学校については、公共施設個別施設計画に基づき、改修費⽤の平準化に取り組ん
でいます。また、安全で快適な教育環境を次のとおり整備してきました。 

利⽤人数区分 学校数 
10㎡未満 15 
15㎡未満 11 
20㎡未満 11 
25㎡未満 9 
30㎡未満 3 
30㎡以上 3 

 

10㎡未満
29%

15㎡未満
21%

20㎡未満
21%

25㎡未満
17%

30㎡未満
6%

30㎡以上
6%

児童・生徒 1 人当たりの小中学校の延床⾯積（2020 年度） 
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22,662 

244,059 

397,365 

440,206 

1,418,832 

0 480,000 960,000 1,440,000

保険料

公有財産購入費

使⽤料及び賃借料

修繕料

光熱水費

維持管理に係る委託料

工事請負費

主な支出の内訳

千円

市民1人当たりの支出額8,222円 
（2020国勢調査の本市人口による） 
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年度 整備事項 
2005〜2014年度 校舎、体育館の耐震補強 
2014、2015年度 中学校の武道場の吊り天井撤去 
2015、2016年度 普通教室の空調機設置 
2017〜2019年度 校舎トイレの洋式化 
2018〜2019年度 体育館トイレの洋式化及びバリアフリー化 
2019〜2020年度 体育館の換気設備整備 

2020年度 校舎、体育館の⾼速大容量の通信ネットワーク整備 
・ 調理場については、藤⼭台調理場の⽼朽化が著しいため、2014（平成26）年に東部

調理場を整備しました。 
 

３ 課 題 

⽼朽化 
建築後35年を経過する施設が約85％(延床⾯積の割合)を占めている
ため、適切な維持管理・修繕や計画的な改修等に取り組む必要があり
ます。 

財政支出 ⼀⻫に大規模改修の実施時期を迎えるため、改修費⽤に係る財政支
出を平準化する必要があります。 

保有量・利⽤率 地域によって児童数の推移が異なるため、将来の人口構成を踏まえ、適
正な保有量を確保する必要があります。 

その他 調理場については、建物の耐震性を満たすとともに、調理工程を新衛生
基準に適合させる必要があります。 

 

４ 今後の取組 
 
 
 
 

 
具体的には… 

⽼朽化 
・公共施設個別施設計画に基づき、修繕及び改修を実施します。 
・法令等に基づく定期点検や職員等による点検を⾏い、劣化状況等を
把握します。 

財政支出 

・改修費⽤に係る財政支出の平準化を図るため、全庁的な視点で調整
を⾏います。 
・財政支出を縮減するため、施設を目標使⽤年数まで⻑期にわたり使⽤
します。 

保有量・利⽤率 

・児童数の減少が⾒込まれる学校については、空き教室の有効活⽤を
検討します。 
・児童数の増加が⾒込まれる学校については、必要に応じて仮設校舎等
を整備します。 

その他 
調理場については、公共施設個別施設計画に基づき、統合も含めて建
替えを進めます。 

・小中学校については、適正な規模を維持し、施設の⻑寿命化を促進します。 
・調理場については、建物の耐震性を満たすとともに、調理工程を新衛生基準に適合させる
ための整備を⾏います。 

マネジメントの方向性 
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１ 施設の現状 

⑴ 施設保有量 
その他施設は、本市が所有する公共施設の総延床⾯積の3.9％を占めています。 

保有施設⼀覧 

№ 施設名称 所在地 建築年度 
延床⾯積

(㎡) 
備考 

1 ⾼蔵寺駅北口自転⾞駐⾞場 ⾼蔵寺町北３丁目100番地
15 1981 2,031.70   

2 ⾼蔵寺駅南口自転⾞駐⾞場 ⾼蔵寺町北３丁目654番地
15 1984 699.75 2021年度 

解 体 
3 春日井駅北口自転⾞等駐⾞場 割塚町226番地 2001 3,692.91  
4 勝川駅前地下駐⾞場 松新町１丁目36番地 1997 6,223.95   

5 勝川駅南口⽴体駐⾞場 勝川町８丁目13番地 2002 4,032.95  区分所有 

6 旧公証役場 ⿃居松町４丁目 151 番地 1967 391.89 2021年度 
解 体 

7 春日井警察署⾼蔵寺駅前交番 ⾼蔵寺町３丁目２番地１ 1974 72.00  普通財産 
貸付施設 

8 市⺠病院看護職員宿舎 ⻄⼭町１丁目７番地１ 1996 4,814.75   
9 市⺠病院研修医宿舎 ⻄⼭町１丁目７番地２ 1998 1,261.87   

10 旧⻄藤⼭台小学校施設 藤⼭台５丁目８番地 1972 4,535.00  2021年度 
校舎解体 

※自転⾞駐⾞場については、壁及び屋根、床がある建築物のみを対象にしています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

その他施設 11 
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⑵ 利⽤状況 
2020（令和2）年度の利⽤台数は、新型コロナウイルス感染症の影響により減少して

います。 

 
⑶ 財政支出 

 2020（令和2）年度の主な支出は次のとおりです。その他施設は、修繕料に係る支出
が全体の約68％を占めています。 

２ これまでの主な取組 

612,177 

193,064 

606,326 

193,277 

578,260 
542,359 

134,886 

441,494 

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

⾼蔵寺駅北口
自転⾞駐⾞場

⾼蔵寺駅南口
自転⾞駐⾞場

春日井駅北口
自転⾞等駐⾞場

延利⽤台数の推移

2018年度 2019年度 2020年度

台数

93,726 

53,309 

91,632 

54,684 

71,342 

37,389 

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

勝川駅前地下駐⾞場 勝川駅南口⽴体駐⾞場

延利⽤台数の推移（自動⾞）

2018年度 2019年度 2020年度

台数

0 

0 

573 

2,563 

9,387 

18,888 

67,278 

0 25,000 50,000 75,000

工事請負費

公有財産購入費

保険料

使⽤料及び賃借料

光熱水費

維持管理に係る委託料

修繕料

主な支出の内訳

千円

市民1人当たりの支出額320円 
（2020国勢調査の本市人口による） 
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・ 普通財産貸付施設については、⼋幡⽼人談話室、⼋⽥職員住宅、旧公証役場など、
1950年代から1960年代にかけて建設され、⽼朽化が進んでいたことから、解体を実施し
ました。 

・ ⾼蔵寺駅周辺の自転⾞駐⾞場については、駅周辺の再整備に合わせ、南口自転⾞駐
⾞場の解体を実施しました。  

 
３ 課 題 

⽼朽化 
建築後35年を経過する施設が約24％(延床⾯積の割合)を占めてお
り、適切な維持管理・修繕や計画的な改修等に取り組む必要がありま
す。 

財政支出 
地下駐⾞場については、多額の維持管理費を要するため、財政支出を
縮減するとともに、⽼朽化の進⾏をできる限り防止する取組が必要です。 

保有量・利⽤率 
鉄道駅周辺については、自転⾞の利⽤状況に応じた自転⾞駐⾞場の
保有量を確保していく必要があります。 

その他 
⾼蔵寺リ・ニュータウン計画の中で⾼蔵寺駅周辺の再整備が検討されて
いるため、当該エリアの施設については、計画の動向を踏まえた維持管理
に努める必要があります。 

 
４ 今後の取組 
 
 
 
 

具体的には… 

⽼朽化 
・公共施設個別施設計画等に基づき、修繕及び更新等を実施します。 
・法令等に基づく定期点検や職員等による点検を⾏い、劣化状況等を
把握します。 

財政支出 
設備更新や改修に係る財政支出の平準化を図るため、全庁的な視点
で調整を⾏います。 

保有量・利⽤率 
鉄道駅周辺については、必要な保有量を確保するための整備を推進し
ます。 

その他 
⾼蔵寺駅の自転⾞駐⾞場については、駅周辺の再整備と合わせた効率
的な整備を⾏います。 

 

 

今後の利⽤需要を⾒通し、施設の適正な保有量を検討します。 

マネジメントの方向性 


